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イリヤ＆エミリア・カバコフ「棚田」

「遷移／ succession」作品設置
2009年5月31日撮影

「遷移／ succession」作品制作中

現
代
ア
ー
ト
は

棚
田
に
内
包
さ
れ
る

岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー

相
田 

明

大
地
の
芸
術
祭
「
越え
ち

後ご

妻つ
ま

有り

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
と
い
っ
た
よ
う
に
、
棚
田

を
有
す
る
地
域
で
の
現
代
芸
術
祭
が
多
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
会
理
事
で
、
大
地
の
芸
術
祭2

0
0
9

に
「
遷
移

／su
cce
ssio
n

」
と
い
う
作
品
を
展
示
し
、
造
園
家
と
し
て
美

術
作
品
を
制
作
す
る
相
田
明
さ
ん
に
、
棚
田
と
現
代
ア
ー
ト
に
つ

い
て
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。

日干しレンガが時間と共に
「自然に還る」作品
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現
代
芸
術
祭
の
流
行

　

本
来
、
現
代
芸
術
祭
は
有
名
な
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
よ
う
に
都

市
で
開
催
さ
れ
、
都
市
に
お
け
る
最
先
端
の
芸
術
を
紹
介
す
る
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
成
功
以
降
、
現
代
芸
術
祭
は
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
や
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
い
っ
た
都
市
だ
け
で
な
く
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
の
よ
う
に
棚
田
や
里
山
を
有
す
る
農
村
、
さ
ら
に
道
後

オ
ン
セ
ナ
ー
ト
、
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
、
温
泉
地
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
地

域
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
日
本
で
は
、
都
市
、
農
村
と
い
っ
た
括
り
で
は

な
く
こ
れ
に
関
連
し
た
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
、
団
地
・
住
宅
地
の
高
齢
化
と
老
朽
化
、
ス
ラ
ム
化
、
廃
屋
の
増
加
、
農
地
・

森
林
荒
廃
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

　

芸
術
祭
の
開
催
は
、
複
雑
に
絡
ま
っ
た
地
域
の
問
題
に
対
し
て
現
代
ア
ー
ト
と

い
う
切
り
口
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
芸
術
祭
が

地
域
の
問
題
解
決
の
起
爆
剤
と
し
て
利
用
価
値
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
観
光
と
い
う
視
点
か
ら
鑑
賞
券
料
、
来
場
者
の
飲
食
・
宿
泊
な
ど

消
費
を
考
え
る
と
経
済
波
及
効
果
は
非
常
に
高
い
。

棚田

ART
×



「自然に還る」作品
2013年6月22日撮影

「跡形がなくなる」作品
2010年10月30日撮影

「崩れゆく」作品
2009年7月26日撮影

右：大地の芸術祭2009開会式 キナーレにて／左：
パスカル・マルティン・タイユー「リバース・シティー」

イリヤ＆エミリア・カバコフ「棚田」
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こ
の
地
な
ら
で
は
の
現
代
ア
ー
ト

　

越
後
妻
有
、
瀬
戸
内
、
奥
能
登
に
あ
る
現
代
ア
ー
ト
は
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
（
屋

内
の
白
い
壁
の
美
術
館
）
に
展
示
さ
れ
た
作
品
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
「
屋
外
彫
刻
」
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
が
、芝
生
と
点
在
す
る
樹
木
が
あ
る
「
彫

刻
の
森
」
に
設
置
さ
れ
た
作
品
と
も
違
う
。
こ
れ
ら
は
ど
こ
に
設
置
し
て
も
良
い

の
で
は
な
く
、
特
定
の
場
所
に
存
在
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
美
術
作
品
や
そ
の

経
過
の
こ
と
を
指
す
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
（site-sp

ecifi c art

）

で
あ
る
。
作
家
は
棚
田
や
農
家
と
い
っ
た
環
境
（
風
土
）
を
十
分
に
周
知
し
な
が
ら
、

こ
の
場
所
だ
け
の
た
め
に
作
品
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
人
々
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
地
ま
で
訪
れ
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
来
訪
者
は
も
は
や
た
ん
な
る
美
術
鑑
賞
者
で
は
な
く
な
り
、
時
間
と
体
力
を
要

す
る
ラ
リ
ー
を
強
い
ら
れ
、
山
あ
い
の
棚
田
、
散
在
す
る
農
家
、
僻
地
の
廃
屋
・

廃
校
を
細
く
屈
曲
す
る
農
道
や
林
道
を
時
間
を
か
け
て
車
で
走
り
、
と
き
に
渓
流

を
横
切
り
、
一
面
の
水
田
を
突
き
抜
け
る
。
来
訪
者
は
、
否
応
な
く
山
間
僻
地
の

風
景
を
認
識
し
、
そ
れ
が
美
し
い
風
景
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
同
時
に
、

き
わ
め
て
不
便
な
生
活
を
し
て
い
る
人
々
に
思
い
を
走
ら
せ
る
。
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

は
い
つ
の
間
に
か
山
間
僻
地
ツ
ア
ー
に
変
貌
し
、
印
象
的
な
現
代
ア
ー
ト
と
と
も

に
山
間
僻
地
の
風
景
が
脳
裏
に
や
き
つ
く
。」

「
作
品
探
し
」
と
い
う
巡
礼

　

鑑
賞
者
は
地
図
を
持
っ
て
、
細
く
急
な
農
道
を
登
り
、
棚
田
・
里
山
の
環
境
を

感
じ
な
が
ら
「
作
品
探
し
」
を
す
る
。
や
が
て
作
品
鑑
賞
と
い
う
よ
り
、
作
品
を

探
す
過
程
、
棚
田
の
風
景
や
そ
の
暮
ら
し
に
関
心
が
移
る
。
言
い
換
え
る
と
「
作

品
探
し
」
と
い
う
巡
礼
で
あ
る
。
寺
社
や
教
会
を
巡
礼
す
る
旅
行
で
、
自
分
自
身
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梅野 秀和 うめの ひでかず

１９４７年6月佐賀県生まれ。九州各地の風景を
中心に撮影。現在は古民家を背景に山里の暮らし
を取材中。写真集として『九州花百景』『九州の一
本桜』『だんだん田んぼの詩』などがある。2006
年発行の写真集『棚田～たんぼの四季～』は第9
回日本自費出版文化賞受賞。

人形岩から春日棚田俯瞰

写
真
・
文

梅
野 

秀
和

安満岳遠望

　
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
諮
問
機
関

は
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
歴

史
を
伝
え
る「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」を
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
よ
う
に
勧
告

し
た
と
嬉
し
い
知
ら
せ
に
接
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
つ
に
平
戸
市
の「
春
日
集
落
と
安
満
岳
」

が
含
ま
れ
、そ
の
構
成
要
件
と
し
て
棚
田
が
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。海
を
背
に
し
て
平
戸
の
人
た
ち
の
信

仰
を
集
め
る
安
満
岳
の
斜
面
に
広
が
る
石
積
の
棚
田
は

清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
に
美
し
い
光
景
を

見
せ
て
く
れ
る
が
、
禁
教
期
に
も
山
岳
仏
教
信
仰
と
並

行
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
続
け
、そ
の
歴
史
は
過
酷
な

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　
棚
田
か
ら
は
、「
人
形
岩
」と
呼
ば
れ
る
人
の
立
ち
姿
の

よ
う
な
大
き
な
岩
が
見
え
る
。地
面
と
胴
体
と
頭
が
わ
ず

か
に
触
れ
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
何
百
年
も
倒
れ
ず
に

立
っ
た
ま
ま
。こ
こ
か
ら
は
棚
田
全
体
が
俯
瞰
で
き
る
。

や
す
ま
ん
だ
け

世
界
文
化
遺
産
の
棚
田 

平
戸
市
春
日
棚
田

右：カサグランデ＆リンターラ建築事務所「ポチョムキン」
／左：塩田千春「家の記憶」
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が
成
長
す
る
。
同
じ
よ
う
に
「
作
品
探
し
」
と
い
う
巡
礼
は
、
そ
の
場
の
環
境
を

享
受
し
、
出
会
っ
た
人
々
と
交
流
を
取
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
成
長
す
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
鑑
賞
者
は
や
っ
と
見
つ
か
っ
た
作
品
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
意
図
で
作
者
が
制
作
し
た
の
か
、
な
ど
考
え
、
自
分
な
り
の
答
え
を

み
つ
け
る
。
そ
し
て
、
人
に
よ
っ
て
は
作
品
を
写
真
に
撮
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
ア
ッ
プ
す
る
（
朱
印
）
の
で
あ
る
。

「
自
然
に
還
る
」
現
代
ア
ー
ト

　

大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
基
本
理
念
は
「
人

間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
で
あ
る
。
私
が
2
0
0
9
年
に
こ
の
芸
術
祭
に
参
加

し
て
思
っ
た
こ
と
は
「
現
代
ア
ー
ト
は
棚
田
に
内
包
さ
れ
る
」
で
あ
っ
た
。
棚
田

に
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
作
品
、
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
芸
術
祭
に
相
応
し
い
作
品
で

あ
る
。

　

出
展
し
た
「
遷
移
／su

ccessio
n

」 

は
、
作
品
設
置
場
所
で
あ
る
棚
田
で

採
取
し
た
土
を
型
に
入
れ
、
乾
燥
さ
せ
た
6
8
4
個
の
日
干
し
レ
ン
ガ
を
空
洞
の

長
方
体
に
積
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
日
干
し
レ
ン
ガ
は
風
雨
で
崩
れ
、
や
が
て

そ
こ
か
ら
は
、
も
と
も
と
棚
田
に
あ
っ
た
雑
草
の
種
子
が
発
芽
す
る
。
ま
さ
に
「
自

然
に
還
る
」
現
代
ア
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
４
つ
制
作
、
こ

の
続
編
と
し
て
は
、
ほ
だ
木
で
家
具
な
ど
を
制
作
し
、
シ
イ
タ
ケ
が
生
え
、
や
が

て
朽
ち
て
「
自
然
に
還
る
」
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

　

現
代
芸
術
祭
も
良
い
が
、
会
期
後
、
建
物
の
裏
に
打
ち
捨
て
ら
れ
た
現
代
ア
ー

ト
作
品
を
見
る
と
、
制
作
す
る
価
値
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。「
自
然
に
還
る
」

作
品
が
唯
一
の
回
答
で
は
な
い
が
、
現
代
芸
術
祭
と
経
済
が
密
接
に
関
係
す
る
今

こ
そ
、
現
代
ア
ー
ト
の
真
価
が
問
わ
れ
る
。

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2018

2018.7.29.SUN→9.17.MON
■ 作品鑑賞パスポート 一般：3,500 円／高・専・大学生：3,000 円／中学生以下無料
 ※前売りは 一般：3,000 円／高・専・大学生：2,500 円

〔 開催地 〕
越後妻有地域（新潟県十日町市、津南町）

今年は開催年です！

http://www.echigo-tsumari.jp
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金
山
棚
田
に
つ
い
て

　

金
山
棚
田
は
岩
手
県
南
の
一
関
市
舞

川
に
あ
り
、
個
人
の
小
さ
な
棚
田
で
、
面

積
42
㌃
に
１
０
０
枚
の
不
整
形
な
水
田

が
鱗
片
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、

当
時
の
姿
を
今
に
残
し
て
お
り
、
一
枚
が

畳
２
～
３
畳
ほ
ど
と
小
さ
く
、
沢
水
と
溜

池
に
頼
り
、
田
越
灌
漑
に
よ
っ
て
潤
さ
れ

て
い
ま
す
。
春
は
一
枚
一
枚
丁
寧
に
畔
で

縁
ど
ら
れ
た
棚
田
、
う
る
さ
い
程
の
蛙
の

大
合
唱
、
溜
池
を
埋
め
尽
く
す
睡
蓮
の
花

や
棚
田
を
囲
む
あ
じ
さ
い
、
こ
こ
に
佇
む

と
幼
い
こ
ろ
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
昔
の
風
景
に
出
会
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
小
さ
な
田
で
す
か
ら
、
農
機
具

は
小
型
耕
運
機
の
み
で
、
畔
塗
り
、
田
植

え
、
稲
刈
り
ま
で
手
作
業
で
今
も
昔
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
珍
し
い
棚
田
で
す
。

棚
田
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

　

耕
作
者
の
金
山
孝
喜
氏
（
現
在
80
歳
）

夫
妻
が
守
り
続
け
て
来
た
棚
田
は
景
観

的
に
も
伝
統
的
農
法
を
伝
え
る
上
で
も

貴
重
な
地
域
資
源
で
す
が
、
高
齢
に
加
え

手
間
暇
も
掛
か
り
、
近
い
将
来
耕
作
放
棄

さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
こ
の
棚
田
を
守
る

た
め
、
平
成
24
年
に
「
金
山
棚
田
を
守
る

会
」
が
発
足
し
、
同
時
に
一
関
市
の
「
農

村
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
支
援
事
業
」
の
採

択
を
受
け
、
会
員
12
名
で
保
全
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
尚
、
現
在
は
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
た
方
が
増
え
て
25
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

会
の
活
動
と
し
て
は
先
ず
金
山
夫
妻

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
特
に
重
労
働

の
畔
塗
り
作
業
を
は
じ
め
、
田
植
え
、
草

刈
り
、
稲
刈
り
等
を
手
伝
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
同
時
に
地
元
で
も
知
る
人
も

少
な
い
隠
れ
た
棚
田
で
し
た
の
で
、
ど
う

に
か
こ
の
棚
田
を
多
く
の
人
に
見
て
貰

い
た
い
思
い
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

の
発
信
や
棚
田
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
棚
田
の
四
季
の
風
景
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
製
作
な
ど
宣
伝
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
訪
れ
る
方
の
た
め
に
道

無
名
の
棚
田
が
全
国
7
位
に
！

地
域
の
宝
を
守
り
た
い

岩
手
県
一
関
市
金
山
棚
田

1：金山棚田の田植え（岩手日報掲載写真）／ 2：畦塗り／ 3：田植え／ 4：田植え後の記念撮影

2 3 4
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案
内
板
、
棚
田
の
説
明
看
板
、
展
望
台
の

設
置
、
駐
車
場
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
棚
田

周
辺
の
環
境
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て
大

学
生
の
稲
刈
り
体
験
、
中
学
生
の
修
学
旅

行
（
教
育
旅
行
）
の
田
植
え
体
験
の
受
け

入
れ
や
一
般
の
方
に
よ
る
田
植
え
体
験

交
流
会
と
稲
刈
り
体
験
交
流
会
を
毎
年

行
っ
て
、
食
と
農
の
大
切
さ
を
知
っ
て
貰

う
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
後
に
は
、
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り
と

秋
に
は
当
地
方
の
芋
の
子
汁
の
昼
食
、
そ

れ
に
鹿
子
踊
り
や
神
楽
な
ど
地
域
の
伝

統
芸
能
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

棚
田
の
美
し
さ
や
原
風
景
と
も
い
え
る

昔
の
小
さ
な
棚
田
に
癒
し
を
求
め
て
、
訪

れ
る
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
方
が
記
帳
し
て
く
れ
た
ノ
ー

ト
に
は
、
遠
方
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

も
見
ら
れ
、
沢
山
の
方
々
か
ら
頂
く
激
励

の
言
葉
に
金
山
氏
を
初
め
会
員
一
同
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
無
名
の
棚
田
で
し
た
が
、

昨
年
8
月
に
日
本
経
済
新
聞
「
Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ｋ
Ｅ
Ｉ
プ
ラ
ス
１
・
な
ん
で
も
ラ
ン
キ
ン

グ
」
の
棚
田
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
７
位
に
選

岩手県 ・一関市

●
  金山棚田

一
関
IC

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道 北上川

一ノ関駅

土樋
バス停261

14

19
14

342

●

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 東北新幹線一ノ関駅前から摺沢駅

行きバスに乗車、バス停「土樋」
下車し県道261号を300ｍほど進む
と「金山棚田」の看板あり。ここ
から徒歩約20分

【自	動	車】	 東北自動車道一関ICより国道342
号、県道14号、261号経由で棚田へ。
一ノ関ICから約20分

■ お問い合わせ
舞川市民センター
一関市舞川中里84-1	TEL:0191-28-2111

看板の設置

展望台防腐剤塗りと松の剪定
2

ば
れ
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
棚
田
フ
ァ
ン

の
来
訪
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

　

ま
だ
ま
だ
元
気
な
金
山
氏
で
す
が
、
今

年
81
歳
を
迎
え
る
事
や
会
員
の
高
齢
化

等
で
棚
田
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
来

て
い
る
状
況
で
す
。
現
在
、
行
政
主
導
の

基
で
世
界
文
化
遺
産
平
泉
を
中
心
と
す

る
隣
接
地
域
に
よ
る
「
束
稲
山
麓
地
域
世

界
農
業
遺
産
認
定
」
に
向
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
山
棚
田
も
こ
の
束
稲
山
麓
に
位
置

し
、
か
つ
農
業
遺
産
と
し
て
象
徴
的
棚
田

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

も
こ
の
棚
田
を
継
続
的
に
守
り
続
け
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

金
山
棚
田
を
守
る
会
、
行
政
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
今
後
の
体
制
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
現
在
の
有
志

の
会
か
ら
地
域
の
課
題
と
し
て
地
域
共
同

体
で
の
運
営
、
②
地
域
の
若
者
の
加
入
勧

誘
や
地
元
高
校
、
大
学
な
ど
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
継
続
的
な
応
援
を
要

請
、
③
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
棚
田
ト
ラ

ス
ト
制
度
の
導
入
に
よ
る
活
動
資
金
の
確

保
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
何
と
か
成
し
遂
げ

て
、昔
な
が
ら
の
棚
田
の
原
風
景
を
残
し
、

訪
れ
る
方
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
活
動
を

続
け
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
金
山
棚
田
を
守
る
会
事
務
局  

小
岩
浩
一
）
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«
田
ん
ぼ
に
入
る
絵
描
き»

の

棚
田
見
聞
録

新・古田図(美麻・青具)
（182×606cm、2018年4月作）

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
の
大
門
正
明
さ
ん
が
、
休
耕
し
て
40
〜
60
年
の
田
を
５
年
掛

か
り
で
復
田
し
ま
し
た
。
27
枚
、
約
１
反
（
1
0
0
0
㎡
）
で
す
。
重
機
な
し
で
の

作
業
は
文
字
通
り
の
手
作
業
中
心
で
、木
の
根
除
去
な
ど
難
行
苦
行
で
あ
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
友
人
や
他
の
知
人
等
の
助
力
も
あ
り
、
2
0
1
5
年
に
完
成
し
ま

し
た
。
今
や
、
眼
前
に
鹿
島
槍
か
ら
白
馬
三
山
な
ど
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
望
す
る
堂
々

た
る
棚
田
で
あ
り
ま
す
。

　
長
野
県
大
町
市
美
麻
・
青
具
の
付
近
に
行
っ
た
ら
、
是
非
、
こ
の
大
門
棚
田
へ
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
又
、
田
植
え
や
稲
刈
り
作
業

に
も
ご
助
力
下
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
画
は
今
秋
の
エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿

１
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
に
出
品
し
ま
す
。

本
画
を
見
て
下
さ
い
。

「
民
俗
の
風
景 

棚
田
と
雪
形
（
Ⅴ
）」

 

 〜
酒
井
英
次 

絵
画
展
〜

　【
日
　
時
】

　
　
2
0
1
8
年
８
月
29
日（
水
）
〜
９
月
３
日（
月
）

　
10
時
〜
18
時

　  

（
但
し
8
／
29
は
13
時
よ
り
。
9
／
3
は
13
時
ま
で
）

　【
会
　
場
】

　
　
エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿
１
階
・
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　（
東
京
都
庁
隣
接
の
新
宿
中
央
公
園
内
）

　
全
国
の
棚
田
や
雪
形
の
絵
画
約
50
点
を
展
示
。

人
々
が
営
々
と
築
き
、
伝
え
て
き
た
文
化
的
景
観〝
棚

田
と
雪
形
〞を
ご
覧
下
さ
い
。

絵
・
文  

酒
井 

英
次

ヨネ
ちゃんの

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
紹
介

ニ
ッ
ポ
ン
全
国

第十五回は愛媛県大洲
市にある樫谷（かしだに）
の棚田を紹介するわね！

遡ること江戸時代初期には
存在していたというこの棚田
は、大洲市のJR白滝駅から車
で約20分くらいね。
途中は細く険しい道もあるか
ら、運転には要注意よ！

この樫谷棚田では、我らが棚田ネットワーク
代表・中島峰広先生の呼びかけで保存会がで
きて、H28にオーナー制度がスタートしたの。
会費は年間30,000円。田植えと稲刈りの作
業はオーナーになる必須条件よ！作業時には
お食事の提供もあるし、その他、季節によっ
ては大洲産の新鮮な野菜や果物の贈呈もあ
るんですって！嬉しいわね～！！

棚田オーナー募集地域紹介サイト 棚田百貨堂 検索

次のオーナー募集は来年1月よ！
詳細は樫谷棚田保存会まで問い合
わせてみてね。
https://sites.google.com/
site/kashidanitanadahozo
nkai/

こちらもチェックしてみてネ！

第
十
五
回
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頸
城
地
方
を
連
想
さ
せ
る

吉
野
川
上
流
域
の
棚
田  

高
知
県
土
佐
町
高
須

	中
なかしま

島	峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。全国棚田
(千枚田 )連絡協議会理事、棚田サミッ
ト開催地選定委員会委員長。1933年
宮崎県生まれ。早稲田大学教育学部地
歴科卒。2004年まで早稲田大学教育
学部教授。著書に『日本の棚田̶保全へ
の取組み』『百選の棚田を歩く』『続・百
選の棚田を歩く』『棚田 その守り人』(以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

　
高
知
県
に
は
四
万
十
、
仁
淀
、
物
部
、

吉
野
の
4
つ
の
大
河
が
あ
り
、
前
３
者
は

南
の
太
平
洋
に
流
れ
る
の
に
対
し
、
吉
野

川
は
分
水
界
と
な
る
山
嶺
の
北
側
を
東

に
向
か
い
紀
伊
水
道
に
注
い
で
い
る
。
そ

の
吉
野
川
の
上
流
域
に
位
置
す
る
の
が

土
佐
町
で
あ
る
。
高
須
は
土
佐
町
の
南
東

端
、
隣
接
す
る
溜ぬ

る

井い

、
伊
勢
川
と
と
も
に

標
高
1
1
3
1
㍍
の
笹
ヶ
峰
の
斜
面
を

覆
い
つ
く
す
よ
う
に
棚
田
で
占
め
ら
れ

る
。
そ
の
景
観
は
日
本
一
の
棚
田
卓
越
地

で
あ
る
新
潟
県
頸
城
地
方
の
景
色
を
見

て
い
る
よ
う
だ
。

　
訪
問
は
教
え
子
の
一
人
、
高
知
市
在
住

の
写
真
家
南
博
彦
君
か
ら
の
便
り
に
よ

る
も
の
。
私
が
未
だ
見
て
い
な
い
高
知
県

で
最
大
の
規
模
と
い
え
る
吉
野
川
上
流

域
の
棚
田
を
案
内
し
た
い
と
い
う
連
絡

を
受
け
実
現
し
た
。

い
、
土
佐
町
の
中
心
田
井
に
至
る
と
、
右

手
に
四
国
の
水
が
め
早さ

明め

浦う
ら

ダ
ム
が
見

え
て
く
る
。
国
道
は
田
井
を
過
ぎ
る
と
方

向
を
南
に
転
じ
、
土
佐
町
の
役
場
が
あ
る

集
落
土
居
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
す
る
と

土
佐
山
に
向
か
う
三
叉
路
が
現
れ
る
。
こ

こ
で
左
手
の
県
道
16
号
に
入
る
と
、
再
度

土
佐
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
看
板
が
立
つ

三
叉
路
に
な
り
、
左
手
の
町
道
へ
と
進
み

坂
を
上
れ
ば
高
須
の
集
落
で
あ
る
。

　

棚
田
は
、
吉
野
川
支
流
地
蔵
寺
川
に
注

ぐ
相
川
川
の
河
岸
標
高
3
5
0
㍍
辺
り
か

ら
6
0
0
㍍
付
近
ま
で
の
傾
斜
6
分
の
1

～
7
分
の
1
の
斜
面
を
覆
い
つ
く
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
わ
ず
か
な
分
水
界
を
隔
て

伊
勢
川
左
岸
の
溜
井
、
右
岸
の
伊
勢
川
地

1
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
大
棚
田
群

　

2
0
1
7
年
12
月
下
旬
高
知
に
向
か

う
。
岡
山
か
ら
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
、
多
度

津
か
ら
土
讃
線
に
入
る
。
さ
ら
に
大
歩

危
・
小
歩
危
の
峡
谷
に
沿
っ
て
吉
野
川
を

遡
り
、
嶺
北
地
方
の
玄
関
口
大
杉
で
下
車

す
る
。
大
杉
か
ら
は
土
佐
町
の
中
心
市
街

地
田
井
ま
で
1
日
8
便
、
と
さ
で
ん
交
通

の
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
先
は

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
が
よ
い
。

　

私
は
大
杉
駅
で
迎
え
て
く
れ
た
南
君

の
車
で
現
地
に
向
か
う
。
駅
前
か
ら
直

進
、
吉
野
川
の
支
流
穴
内
川
を
渡
り
右

折
、
国
道
32
号
を
5
0
0
㍍
ほ
ど
走
り
、

交
差
点
を
左
折
し
て
国
道
4
3
9
号
（
よ

さ
く
）
に
入
る
。
新
高
須
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
急
に
視
界
が
開
け
吉
野
川
本
流

の
谷
底
平
野
に
出
る
。
さ
ら
に
西
へ
向
か
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区
の
棚
田
に
つ
な
が
り
、
1
5
0
㌶
を
こ

え
る
面
積
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
広
が
り

と
土
坡
の
棚
田
と
い
う
こ
と
が
頸
城
地
方

の
景
色
を
思
い
出
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。

大
正
時
代
に
用
水
路
を
開
削

　

現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
大
正
期

以
降
の
開
田
と
い
う
。
大
字
高
須
に
は
標

高
の
高
い
順
に
台
、
高
須
、
井
林
、
樫
山

の
4
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
で
台

井
（
3
0
0
0
㍍
）、
字
高
須
分
の
大
正

井
（
5
2
1
6
㍍
）、
井
林
井
（
1
5
0
0

㍍
）、
樫
山
井
（
1
0
0
0
㍍
）
の
用
水

路
を
笹
ヶ
峰
の
中
腹
か
ら
開
削
。
旧
高
須

小
学
校
に
建
て
ら
れ
た
大
正
井
の
竣
工
碑

に
よ
る
と
、
大
正
2
（
1
9
1
3
）
年
に

高
須
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
大

正
14
（
1
9
2
5
）
年
に
竣
工
。
工
事
費

2
0
0
3
5
円
、
開
田
面
積
48
・
6
㌶
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
竣
工
ま
で
に

10
年
以
上
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
が
、
重

機
の
な
か
っ
た
時
代
、
ほ
と
ん
ど
人
力
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
の
巨
大
な
法
面

を
見
る
時
、造
成
の
労
苦
は
想
像
を
絶
す
る

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
質
的
に
は
頸
城
地
方
同
様
、
開
発
に

際
し
石
が
少
な
く
、
あ
っ
て
も
軟
ら
か
い

た
め
四
国
で
は
珍
し
い
土
坡
の
棚
田
に

な
っ
て
い
る
。
棚
田
を
見
た
印
象
は
、
一

枚
の
面
積
が
大
き
く
、
法
面
の
土
坡
が
高

く
骨
太
の
感
じ
。
面
積
は
小
さ
く
て
も
5

㌃
前
後
、
大
き
な
も
の
は
50
㌃
を
こ
え
、

土
坡
の
高
さ
は
2
㍍
以
上
、
中
に
は
10
㍍

を
超
え
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。

　
「
土
佐
柴
刈
り
の
里
」
の
看
板
が
立
つ

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
ら
眺
め
る
と
、
浅
い

谷
を
中
央
に
し
て
正
面
、
右
手
、
左
手
の

3
方
か
ら
谷
に
向
か
っ
て
棚
田
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
正
面
は
道
路
下
か
ら
数

段
、
広
さ
が
10
㌃
前
後
、
法
面
の
高
さ
は

2
～
3
㍍
。
そ
の
下
に
は
広
さ
4
～
5

㌃
、
高
さ
が
2
㍍
ほ
ど
の
棚
田
が
5
段
、

谷
に
向
か
っ
て
下
っ
て
い
る
。
右
手
か
ら

は
谷
に
向
か
っ
て
7
段
の
棚
田
、
畦
は
ほ

ぼ
直
線
、
広
さ
は
10
㌃
以
上
、
法
面
の
高

さ
が
4
～
5
㍍
、
最
上
段
は
10
㍍
を
超
え

る
高
さ
で
あ
る
。
左
手
は
道
路
を
挟
ん
で

上
下
2
段
に
な
っ
て
い
る
が
、
下
段
は
広

さ
が
60
㌃
、
法
面
の
高
さ
は
20
㍍
と
い
う

巨
大
な
も
の
、
豪
快
と
い
う
感
じ
の
棚
田

群
で
あ
る
。

守
り
人
は
メ
カ
の
好
き
な
名
士

　

町
役
場
で
紹
介
さ
れ
た
棚
田
の
守
り
人

は
、
町
会
議
員
や
県
会
議
員
を
務
め
た
町

の
名
士
、式し

き

地じ

寛ひ
ろ

肇た
だ

さ
ん
75
歳
、そ
の
キ
ャ

リ
ア
を
感
じ
さ
せ
な
い
根
っ
か
ら
の
百
姓

と
い
う
雰
囲
気
、
い
つ
で
も
農
作
業
に
出

か
け
ら
れ
る
と
い
う
出
で
立
ち
。
家
族
は

奥
さ
ん
73
歳
、
高
知
市
の
測
量
会
社
に
勤

め
る
長
男
48
歳
、
そ
の
妻
と
今
年
役
場
に

入
っ
た
孫
の
5
人
。
農
繁
期
に
は
全
員
が

農
作
業
に
従
事
す
る
米
作
農
家
だ
。

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
5
年
間
高
知

市
内
の
電
気
店
で
働
い
た
が
、
23
歳
の
時

に
帰
郷
、
父
親
と
と
も
に
農
業
に
従
事
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
須
は
、
大
正
井
が

開
削
さ
れ
る
ま
で
、
粘
土
質
で
ム
ギ
な
ど

の
畑
作
物
に
も
適
さ
な
い
土
壌
で
あ
っ

た
た
め
、
木
炭
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
主
と
し

て
山
の
産
物
に
依
存
し
た
生
活
。
水
田
は

湧
水
を
利
用
し
飯
米
を
確
保
す
る
程
度
、

式
地
家
で
も
祖
父
の
代
は
20
～
30
㌃
を

所
有
す
る
の
み
。
父
の
代
に
な
っ
て
大
正

井
の
開
削
に
よ
り
1
・
3
㌶
を
所
有
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
水
田
耕
作
と
町
内
の
土
建
会
社
に

勤
め
る
兼
業
農
家
を
続
け
、
46
歳
の
時
父

親
の
後
を
継
ぎ
町
会
議
員
に
な
っ
て
、
4

期
16
年
間
議
員
を
務
め
、
議
長
に
も
な
っ

た
。
そ
の
後
県
会
議
員
を
2
期
務
め
70
歳

で
政
界
か
ら
引
退
し
た
。
こ
の
間
も
農
作

業
は
続
け
、
水
田
も
買
い
増
し
3
・
8
㌶
、

27
枚
を
所
有
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
水
田
は
5
か
所
に
分
散
し
て
い

る
が
、
1
枚
の
面
積
が
平
均
14
㌃
も
あ

1：早明浦ダム／ 2：一枚の面積が広い／ 3：高い法面
の土坡／ 4：式地寛肇さん

1

2

3

4
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す
る
農
家
35
戸
が
水
田
48
・
6
㌶
を
耕
作

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

1
戸
当
た
り
1
㌶
以
上
の
棚
田
を
所
有

す
る
米
の
販
売
農
家
が
多
い
。
こ
れ
ら
農

家
は
、
大
部
分
が
町
内
の
行
政
機
関
や
土

建
業
、
一
般
企
業
な
ど
に
勤
め
る
兼
業
農

家
で
あ
る
が
、
先
祖
が
苦
労
し
て
造
成
し

た
棚
田
を
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
放
棄
地
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
棚
田
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

り
、
棚
田
地
域
と
し
て
は
き
わ
め
て
大

き
い
。
こ
の
た
め
所
有
す
る
機
械
類
も
大

型
。
ト
ラ
ク
タ
ー
2
台
（
25
馬
力
、
48

馬
力
）、
乗
用
6
条
田
植
機
2
台
、
コ
ン

バ
イ
ン
2
台
（
3
条
刈
、
4
条
刈
）、
乾

燥
機
な
ど
平
坦
地
水
田
の
大
規
模
農
家

並
み
。
こ
の
ほ
か
草
刈
機
6
台
、
バ
ッ
ク

フ
ォ
ー
（
バ
ケ
ッ
ト
の
容
量
0
・
25
㎥
）

を
所
有
、
趣
味
が
米
づ
く
り
と
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
。
メ
カ
好
き
と
い
う
言
葉
を
裏
付

け
る
内
容
だ
。

　

こ
れ
ら
の
機
械
類
を
駆
使
し
た
農
作

業
の
な
か
で
、
最
も
大
変
な
の
が
畦
と
法

面
の
草
刈
り
。
一
家
総
出
で
6
台
の
草

刈
機
を
駆
使
し
て
行
う
が
、
こ
と
に
奥

さ
ん
が
草
刈
り
上
手
と
い
わ
れ
て
い
る

そ
う
だ
。
畦
は
年
3
回
、
一
巡
す
る
の
に

10
日
と
い
う
か
ら
、
年
間
30
日
の
作
業
量

に
な
る
。
法
面
は
高
さ
が
2
㍍
を
超
え
る

も
の
が
多
い
た
め
、
年
1
回
し
か
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
作
業
現
場
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
が
、
高
さ
4
㍍
を
超
え

る
法
面
の
場
合
、
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
の
ア
ー

ム
部
分
に
80
万
円
し
た
と
い
う
回
転
歯

付
き
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
装
着
、
畦
や

法
面
に
対
し
て
直
角
に
重
機
を
置
き
、
2

㍍
間
隔
で
横
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
法
面

の
上
下
か
ら
草
刈
り
が
行
わ
れ
る
。
ア
ー

ム
が
届
か
な
い
真
ん
中
の
部
分
は
火
を

か
け
て
焼
く
と
い
う
。
見
る
か
ら
に
大
変

な
作
業
だ
。

　

水
田
の
命
と
も
い
え
る
用
水
路
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
井
に
分
か
れ
て
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。
大
正
井
で
は
関
係
す
る
35
戸

で
維
持
さ
れ
る
が
、
現
在
は
幹
線
の
上
流

部
3
㌖
は
直
径
30
㌢
の
パ
イ
プ
、
残
り
は

3
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
3
月
末
全
員
で
行
う
田
役
と
呼

ば
れ
る
作
業
も
半
日
で
終
わ
る
そ
う
だ
。

勿
論
そ
れ
以
下
の
自
分
の
水
田
ま
で
の

導
水
路
は
各
自
で
草
刈
り
と
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

無
農
薬
・
減
農
薬
で
栽
培

吉
野
川
源
流
米
と
し
て
出
荷

　

収
穫
さ
れ
る
コ
メ
は
、
味
が
よ
い
と

定
評
の
あ
る
粘
土
質
土
壌
で
栽
培
さ
れ
、

「
吉
野
川
源
流
米
」
と
し
て
コ
ー
プ
自
然

派
連
合
や
大
地
を
守
る
会
な
ど
に
出
荷
。

式
地
さ
ん
は
高
須
・
溜
井
地
区
の
25
名
で

つ
く
る
生
産
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
務
め

て
い
る
。
品
種
は
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
や
姫
ご
の

み
。
無
農
薬
か
除
草
剤
1
回
の
減
農
薬
、

町
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
る
堆
肥

を
使
用
し
た
特
別
栽
培
米
と
し
て
差
別

化
が
行
わ
れ
、
30
㌔
当
た
り
お
よ
そ
減
農

薬
の
場
合
7
4
0
0
円
、
無
農
薬
は
一
万

円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
野
川
上
流
域
で
は
棚

田
地
域
で
あ
っ
て
も
、
大
正
井
を
受
益
と

草刈用回転刃アタッチメント

1

2

3

4

高知県・土佐町

土佐町役場

●
16

439

●

●
本山町役場

大杉駅

土
讃
線

高
知
自
動
車
道

264

高須棚田

439

早明浦ダム

バス停
田井

大豊IC

都川の棚田へのアクセス

【公共交通】土讃線大杉駅前より1日8便の「とさで
ん交通」田井行きに乗り約30分の終点
で下車。バス停からタクシー利用で約
10分

【自 動 車】高知自動車道大豊ICより国道439号線を
西方面に進む。土佐町役場を過ぎ間も
なく県道16号に入り2ｋｍ進み「土佐町
堆肥センタ」の看板がある三叉路を左
折。坂道を上ると一帯に棚田が見えて
くる。大豊ICから約20km



会員の声

卒論の現地調査で学んだ
坂折棚田の魅力

東京都町田市  玉井 杏

　はじめまして。GIS（地理空間情報システ

ム）会社で研修中の玉井杏と申します。棚田

ネットワークの活動も新米でございます。

　さて、ここでは、私の大学4年時の岐阜県恵

那市坂折棚田での経験をお伝えしたいと思

います。私は、坂折地区の現況、棚田保全の意

識について調べるため、約30日間、現地調査

を行いました。地元の農家さんのお宅でお世

話になりながら、毎日のように標高差約200

メートルの集落を歩き回り、住民の方々をお

訪ねしたことは、今でも鮮明な記憶として身

体に残っています。坂折は、雲の動きが早く、

雨が降れば神々しく霧が立ち、夕方には笠置

山に影が落ちる…。まるで1日の中に四季が

あるような美しい人里です。

　その一方で、山際の消滅してしまった棚

田、大人の身長ほど草木が伸びきった土地、

風土を熟知する語り部の消滅など、時代の流

れによる悲しい姿も見ました。

　しかし、一軒ずつお話を聞くたび、坂折の

人々の個性、逞しさもしみじみと感じました。

石積み、圃場整備、三日月型の等高線土地改

良、山までもが棚田など…どれも私の胸を打

つようなお話でした。それぞれの方の保全観

は棚田一枚一枚のように異なり、誰一人欠け

ても当集落は維持できないことを痛感いた

しました。ゾーニングという大きな事業の狭

間で時には衝突し、農地のかたちが変わり、

わだかまりが生まれたとしても、「棚田を守り

たい」という気持ちはみな一緒なのです。

　私には、将来、中山間地域と都市の距離を

少しでも近づけるべく、棚田・谷津田が広がる

地域のポータルサイトを立ち上げたいという

夢があります。それは、言うなれば「みんなで

書き込む地図」です。流通・情報の隔たりを解

消し、棚田一枚一枚の意味を発信する事で、

有効的な土地活用、地域アピールができれば

と考えています。外と内の視点が交わる所で、

その地域にしかない魅力を再発見してみま

せんか。

 これからみなさまとお話し出来ることを、心

より楽しみにしております。

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
会
員
の
声
8
0
0
字
ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　会
員
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

会員レポート

棚
田C

A
M
P
IN
G

「
棚
田
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
し
ま
せ
ん
か
？
」

東
京
都
西
東
京
市

玉
崎 

修
平

　ご
存
じ
の
通
り
、棚
田
は
減
反
政
策
と
と
も
に
耕
作
放
棄
が
進
み
ま
し
た
が
、

保
全
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
復
活
し
て
共
感
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　先
人
の
築
き
上
げ
て
く
れ
た
こ
の
農
業
遺
産
に
対
し
て
、次
の
一
歩
は
そ
の
魅

力
を
未
来
に
向
け
、農
業
の
生
産
性
と
は
異
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
が
我
々
に
は
必

要
だ
と
い
う
強
い
想
い
を
結
実
し
た
い
。そ
れ
が
、棚
田C

A
M

P
IN

G

で
あ
り
、テ

ン
ト
数
36
張
、1
0
0
人
以
上
が
参
加
す
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　真
田
家
ゆ
か
り
の
郷
、信
州
上
田〝
稲
倉
の
棚
田
〞は
、眼
下
に
広
が
る
市
街
か

ら
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と
、温
泉
や
観
光
史
跡
へ
簡
単
に
足
を
運
べ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、ゆ
っ
く
り
と
棚
田
を
満
喫
す
る
3
つ
の
イ
ベ
ン
ト「
耕
耘
機
で
田
お

こ
し
体
験
／
棚
田
米
の
飯
盒
炊
き
体
験
／
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
体
験
」、そ
れ

に
た
っ
ぷ
り
と
観
光
す
る
た
め
の

「
十
分
な
フ
リ
ー
タ
イ
ム
」を
軸
に

構
成
し
ま
し
た
。

　結
果
的
に
は
、
観
光
（
史
跡
・

街
道
・
温
泉
地
）75
％
、買
出
し（
地

元
ス
ー
パ
ー
・
農
産
物
直
売
所
・

道
の
駅
）88
％
の
人
が
足
を
運
び
、

風
呂
が
な
く
自
炊
す
る
キ
ャ
ン
プ

な
ら
で
は
の
地
域
貢
献
が
実
現
し

ま
し
た
。

　次
回
は
、2
0
1
8
年

11
月
3

日
（
土
）
〜
4
日
（
日
）
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
開
催
予
定
で

す
。棚
田
の
新
米
が
味
わ
え
る
季

節
を
皆
さ
ん
に
是
非
、
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ウ
ン
キ

ハ
ン
ゴ
ウ

会員のみなさんの
ベストショット募集！！
みなさんが撮影した棚田や作業風景の
写真など、ベストショットをコメント
（70文字程度）を添えて編集部まで送っ
てください。毎号、紹介させていただ
きます！送り先は下記。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-18-16
トーシンハイム704号
「棚田に吹く風　ベストショット」宛
メールでも受け付けています
⇨ hiroba@tanada.or.jp

滋賀県高島市 畑棚田
京都府 伊豆藏直人

毛原のオーナー制度に参加して２年目となります。近
頃は棚田とそこに暮らす人々にも興味が湧いて、休日
に近場の棚田を訪れたりもしています。
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会員の声

卒論の現地調査で学んだ
坂折棚田の魅力

東京都町田市  玉井 杏

　はじめまして。GIS（地理空間情報システ

ム）会社で研修中の玉井杏と申します。棚田

ネットワークの活動も新米でございます。

　さて、ここでは、私の大学4年時の岐阜県恵

那市坂折棚田での経験をお伝えしたいと思

います。私は、坂折地区の現況、棚田保全の意

識について調べるため、約30日間、現地調査

を行いました。地元の農家さんのお宅でお世

話になりながら、毎日のように標高差約200

メートルの集落を歩き回り、住民の方々をお

訪ねしたことは、今でも鮮明な記憶として身

体に残っています。坂折は、雲の動きが早く、

雨が降れば神々しく霧が立ち、夕方には笠置

山に影が落ちる…。まるで1日の中に四季が

あるような美しい人里です。

　その一方で、山際の消滅してしまった棚

田、大人の身長ほど草木が伸びきった土地、

風土を熟知する語り部の消滅など、時代の流

れによる悲しい姿も見ました。

　しかし、一軒ずつお話を聞くたび、坂折の

人々の個性、逞しさもしみじみと感じました。

石積み、圃場整備、三日月型の等高線土地改

良、山までもが棚田など…どれも私の胸を打

つようなお話でした。それぞれの方の保全観

は棚田一枚一枚のように異なり、誰一人欠け

ても当集落は維持できないことを痛感いた

しました。ゾーニングという大きな事業の狭

間で時には衝突し、農地のかたちが変わり、

わだかまりが生まれたとしても、「棚田を守り

たい」という気持ちはみな一緒なのです。

　私には、将来、中山間地域と都市の距離を

少しでも近づけるべく、棚田・谷津田が広がる

地域のポータルサイトを立ち上げたいという

夢があります。それは、言うなれば「みんなで

書き込む地図」です。流通・情報の隔たりを解

消し、棚田一枚一枚の意味を発信する事で、

有効的な土地活用、地域アピールができれば

と考えています。外と内の視点が交わる所で、

その地域にしかない魅力を再発見してみま

せんか。

 これからみなさまとお話し出来ることを、心

より楽しみにしております。

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
会
員
の
声
8
0
0
字
ま
で
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　会
員
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

会員レポート

棚
田C

A
M
P
IN
G

「
棚
田
の
中
で
キ
ャ
ン
プ
し
ま
せ
ん
か
？
」

東
京
都
西
東
京
市

玉
崎 

修
平

　ご
存
じ
の
通
り
、棚
田
は
減
反
政
策
と
と
も
に
耕
作
放
棄
が
進
み
ま
し
た
が
、

保
全
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
復
活
し
て
共
感
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　先
人
の
築
き
上
げ
て
く
れ
た
こ
の
農
業
遺
産
に
対
し
て
、次
の
一
歩
は
そ
の
魅

力
を
未
来
に
向
け
、農
業
の
生
産
性
と
は
異
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
が
我
々
に
は
必

要
だ
と
い
う
強
い
想
い
を
結
実
し
た
い
。そ
れ
が
、棚
田C

A
M

P
IN

G

で
あ
り
、テ

ン
ト
数
36
張
、1
0
0
人
以
上
が
参
加
す
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　真
田
家
ゆ
か
り
の
郷
、信
州
上
田〝
稲
倉
の
棚
田
〞は
、眼
下
に
広
が
る
市
街
か

ら
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と
、温
泉
や
観
光
史
跡
へ
簡
単
に
足
を
運
べ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、ゆ
っ
く
り
と
棚
田
を
満
喫
す
る
3
つ
の
イ
ベ
ン
ト「
耕
耘
機
で
田
お

こ
し
体
験
／
棚
田
米
の
飯
盒
炊
き
体
験
／
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
体
験
」、そ
れ

に
た
っ
ぷ
り
と
観
光
す
る
た
め
の

「
十
分
な
フ
リ
ー
タ
イ
ム
」を
軸
に

構
成
し
ま
し
た
。

　結
果
的
に
は
、
観
光
（
史
跡
・

街
道
・
温
泉
地
）75
％
、買
出
し（
地

元
ス
ー
パ
ー
・
農
産
物
直
売
所
・

道
の
駅
）88
％
の
人
が
足
を
運
び
、

風
呂
が
な
く
自
炊
す
る
キ
ャ
ン
プ

な
ら
で
は
の
地
域
貢
献
が
実
現
し

ま
し
た
。

　次
回
は
、2
0
1
8
年

11
月
3

日
（
土
）
〜
4
日
（
日
）
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
開
催
予
定
で

す
。棚
田
の
新
米
が
味
わ
え
る
季

節
を
皆
さ
ん
に
是
非
、
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ウ
ン
キ

ハ
ン
ゴ
ウ

差し換え
　

棚
田
百
選
の
「
日
向
の
棚
田
」
が

あ
る
長
崎
県
川
棚
町
の
こ
う
ば
る
地

区
に
は
、
50
年
も
の
間
ダ
ム
建
設
計

画
に
翻
弄
さ
れ
る
13
世
帯
の
家
族
が

い
る
。
の
ど
か
な
棚
田
で
の
昔
な
が

ら
の
生
活
を
淡
々
と
送
り
な
が
ら
、

今
や
誰
も
が
理
解
不
能
な
「
ダ
ム
建

設
に
よ
る
集
落
消
滅
」
と
い
う
見
え

な
い
恐
れ
と
戦
い
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
虚
無
感
が
、
通
奏
低
音
の
よ

う
に
描
か
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

ほ
た
る
の
川
の
ま
も
り
び
と

著者	:	石井里津子

1500円（＋税）
旬報社

2017年12月

2017年／日本
配給:ぶんぶんフィルムズ
監督:山田英治

2018年7月7日	ユーロス
ペースほかにて公開

千
年
の
田
ん
ぼ

国
境
の
島
に
、古
代
の
謎
を
追
い
か
け
て

　

棚
田
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
各
地
の
農
山
村
を
20
年
以
上
取
材
し
て

き
ま
し
た
。
時
に
は
、
離
島
の
農
村
に
も
。
話
の
舞
台
、
山
口
県
萩
市
見

島
は
、
日
本
海
の
荒
波
の
向
こ
う
に
あ
る
国
境
の
島
で
す
。
見
島
は
棚
田

も
多
い
上
に
、小
さ
な
島
に
は
め
ず
ら
し
く
平
坦
な
田
ん
ぼ
、「
八
町
八
反
」

（
字
名
）
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
源
は
、
田
ん
ぼ
の
隅
っ
こ
に
掘
ら

れ
た
、
小
さ
な
三
角
の
た
め
池
群
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
水
利
な
の
か
ー
。
そ

ん
な
疑
問
か
ら
は
じ
ま
り
、
不
思
議
な
風
景
の
謎
を
一
つ
一
つ
解
き
明
か
し

て
い
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
風
景
が
こ
ん
な
に
も
雄
弁
で
、
こ
ん
な
千
年

の
旅
へ
と
誘
う
な
ん
て
、
と
驚
か
せ
て
み
せ
ま
す
よ
。（
著
者
よ
り
）
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

か
つ
ど
う
ノ
ー
ト

オーライ！ニッポン大賞表彰式

　春号の編集後記で滑り込みでご報告しました
が、棚田ネットワークが「オーライ！ニッポン大賞」
を受賞し、虎ノ門のイイノホールで開かれた表
彰式に出席しました。オーライ！ニッポンは“都市
と農村の往来を盛んにし、日本をオーライにしよ
う”という国民運動で、まちむら交流機構が事務
局です。
　応募92団体の中から大賞が４団体、審査委員
会会長賞が２団体。ライフスタイル賞５個人な
ども選ばれました。式の後はオーライ！ニッポン
会議の養老孟司代表の基調講演と受賞団体の
活動報告があり、全国各地の本当に多種多様な
人たちの活動を知ることができました。

   2018年3月26日 報告 高野 光世

春のミニ講演会

　今年もやりました。年一回の通常総会後のミ
ニ講演会。
　まず会員の玉崎さんから“棚田でキャンプ！”の
報告(13ページを読んでね！)。次は、やはり会員の
川澄雄司さんの「蜂蜜」のお話。川澄さんは首都
圏の４箇所で養蜂をしておられて、蜂はいったい
どこで蜜を集めているのか、風土や季節によって
蜂蜜の味にどんな違いが生まれるか、などなど、
ほかではなかなか聞けない興味深いお話でし
た。そして最後は中島代表が登場。「先人の研究
があってこそ、後から続く人の研究が成立し、学
問が進んで行く」という、実例を挙げての話に、み
んな聞き入っていました。

2018年5月26日　報告 高野 光世

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
や
事
務

局
の
こ
と
な
ど
を
幅
広
く
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

関西初の田植えイベント開催しました

　6月3日に大阪府千早赤阪村の棚田百選選定
「下赤阪の棚田」で、棚田ネットワークとして関西

初の田植え体験イベントを開催しました。 この
企画は、関西の企業である象印マホービン株式
会社が運営する「ライスマイルプロジェクト」で
今年の2月に棚田保全への寄付アクションが行
われ、当会がその受け皿になったことに対する
お礼。 プロジェクトの会員及び象印の社員の皆
様を、関西地方の棚田での田植え・稲刈り体験に
招待することになったものです。
　炊飯器メーカーである象印は、ごはん好きの
和を広げるためにWEB上で“ライスマイルプロ
ジェクト”を展開していて、写真や川柳の投稿、実
際のお米作り体験、料理教室への参加など、たく

さんの楽しい企画があります。 今回は「下赤阪棚
田の会」の千福会長の協力を得て、約50名のプ
ロジェクト会員を受け入れてもらいました。
　午前中は棚田から車で5分ほどの「道の駅 ち
はやあかさか」で村立郷土資料館の見学、心の
こもった地元食材によるおむすびとスープのラ
ンチ、そして午後から田植え体験というお楽しみ
満載のイベント。 当日は日差しが強く田植えに
は暑すぎるくらいのお天気でしたが、大阪都心
から約1時間というアクセス抜群の棚田で、ほと
んどが田植え初体験の親子がにぎやかに汗を
かきました。
　稲刈りは10月中旬に予定されています。 関西
の会員の皆様、ご参加お待ちしております。

2018年6月3日　報告 高桑 智雄
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川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

石部棚田で昔ながらの米づくり
静岡県松崎町

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

賑やかな棚田での
田植え体験

田んぼはオタマジャクシだらけ！

畦切り・蓑口づり〜畦付け・畦塗り〜田植え

Project Report
プロジェクトレポート

　「雀始めて巣くう」３月21日（水祝）、あいくにの雨の中、春の水溜りに卵を産
むヤマアカガエルの卵塊を探す「第11回かえるの卵を探そう！」が開催されまし
た。今年は岐阜や愛知から子供に棚田（自然）の環境を体験させたいという保護
者が大変多く集まり、31名に参加して頂きました。いつもは棚田ビオトープで卵
塊を観察した後、坂折棚田の中を歩くのですが、雨のためそこで解散。その後の
２回の調査の結果、今年の卵塊数は115個となりました。
　「蚕起きて桑を食む」５月23日（金）、棚田ビオトープの田植えを少雨の中、国
際園芸アカデミーの学生を中心におこないました。水田の中はオタマジャクシだら
け。素足で入ることが出来ない参加者もおりました。ヤマアカガエルはこの水田に
18卵塊を産んだので、ひとつの卵塊を1000個とすると、1.8万匹という計算にな
ります。もちろんすべてが大人のカエル（成体）になる訳ではないのでご安心下さ
い。その他、ニホンイモリ、シュレーゲルアオガエルの成体もみることができました。
７月28日（土）10時からは、こどもビオトープ観察会を開催する予定です。	（相田		明）

　3月24日・25日に最初のイベント「畦切り・蓑口作り」を開
催しました。水の溜まりが悪いのは蓑口の土台をちゃんと作らな
いからだという靖会長の指摘により、今年は大量の粘土を投入し
て蓑口まわりを強化しました。しかしその後2年ぶりに猿の襲撃
で蓑口全壊（笑）。代搔き時にスタッフで何とか修復し、4月29日・
30日に「畦付け・畦塗り」を開催。手慣れた常連さんが多く、近
年稀に見る保水力の高い田んぼが完成！そして、5月19日、20
日には、今年も無事「田植え」を開催することができました。子
供たち8名を含む26名の参加し、滞りなく田植えが終了。ホッと
したのもつかの間、今年は猪が多く、特に私たちの田んぼが集中
攻撃されていると連絡が！猪が好む虫が多いのか蓑口がほじくり
返され、水が溜まりにくくなっているとのこと。そうは問屋が卸
してくれないのが棚田です（笑）。	 （高桑	智雄）

　当ネットワークの千葉県鴨川市の川代棚田でのお米づくり体験プログラムも４年目を迎
えます。今年は象印ライスマイル会員の参加や朝日新聞のイベント紹介記事もあり、田植

えは5月3日60名を超え、オーナー制度の参加者と合わせ200名を超える賑やかな田植えとなり
ました。当日は、前線の通過で天候が心配されましたが、9時過ぎには雨もあがり、まずまずの田
植え日和。今年は、現地集合方式に改め、体験田も2枚に増やし、日程も基本的にオーナーさん
と合わせることで、地元の皆さんの負担をできるだけかけないようにしました。オリエンテーショ
ンでは、中島代表のあいさつの後、亀田鴨川市長が歓迎のあいさつ、地元の庄司代表が歓迎と田
植えの仕方について簡単に説明し、田んぼに移動し田植え体験に入りました。田植え体験は、子
供さんの参加が21名もあり、どろんこに足を取られながらも、真剣に苗を植えていき、慣れてき
たころは、おたまじゃくしやかえるを捕まえるなど賑やかに楽しみました。お昼は、地元婦人部
のたけのこご飯に味噌汁、唐揚げ卵等の手作りお弁当を、さわやかな新緑と植えたばかりの棚田
の景色を見ながらおいしくいただきました。その後、交流会で自己紹介や感想をお互い聞きながら、
8月26日（日）の稲刈り体験まで無事成長することを祈り解散しました。（杉山		行男・上久保		郁夫）
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会員に
なろう！

年会費

○個人会員

○法人会員〔賛助会員〕

１口3 万円（１口以上）

私たちは、棚田を守るため、農山村の人々
と都市住民双方の協力のもとに様々なプ
ログラムを企画・運営しています。 これら
の社会貢献活動に賛同し、ご支援いただ
ける企業・団体・事業主様を募集していま
す。 詳細はお問い合わせ下さい。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

私たちは、会報誌「棚田に吹く風（年4回）
やホームページで豊富な棚田情報を発信
しています。会員になりこれらの活動に参
加してみませんか？

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

年会費

年会費たちとたちとたちと棚田の応援団棚田の応援団棚田の応援団になりましょう！になりましょう！になりましょう！ 応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円

〒160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565
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棚
田
ネ
ッ
ト
に
よ
る
初
め
て

の
関
西
で
の
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
こ
と
で
大
阪
・
千
早
赤

阪
村
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
前

日
に
新
大
阪
に
泊
ま
り
、
朝
、

大
阪
メ
ト
ロ
で
富
田
林
ま
で
約

1
時
間
。
そ
こ
か
ら
30
分
に
一

本
出
る
バ
ス
に
20
分
乗
っ
て
、
あ

と
は
徒
歩
数
分
で
、「
こ
こ
は
ど

こ
？
」
と
思
え
る
桃
源
郷
「
下

赤
阪
の
棚
田
」
へ
到
着
。
ま
ぁ
、

何
だ
か
ん
だ
い
っ
て
2
時
間
ぐ

ら
い
は
か
か
り
ま
す
。

　
東
京
都
心
か
ら
一
番
近
い
棚

田
は
、
横
瀬
町
寺
坂
と
い
わ
れ
、

池
袋
か
ら
2
時
間
程
度
。
た
だ

池
袋
と
新
大
阪
を
比
べ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
池
袋
＝
天

王
寺
く
ら
い
と
考
え
れ
ば
、
下

赤
阪
は
、
そ
の
気
軽
さ
か
ら
い
っ

て
、
と
ん
で
も
な
く
都
心
か
ら

近
い
棚
田
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、

残
念
な
が
ら「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
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［今回の表紙］棚田に色とりどりのテントが出現！（棚田CAMPING：長野県上田市 稲倉の棚田）　 撮影：玉崎修平

棚田ネットワーク
認定NPO法人

小谷村小谷村
おたりむら

第24回 全国棚田（千枚田）サミット　開催地：長野県北安曇郡小谷村　主催：全国棚田（千枚田）連絡協議会

主管：第24回全国棚田（千枚田）サミット実行委員会　〒399-9494 長野県北安曇郡小谷村大字中小谷131 小谷村役場内
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長野県小谷村

「集う」仲間と「守る」暮らし

これからの農業を考える！
～山間地農業の共存の在り方～

事例ディスカッション

小谷村の暮らしから見る“食と農”
～箱膳が伝える『食べごとの心』～ ほか

分科会

北アルプスめぐりツアー
ツアー

http://www.tanada.or.jp

棚田ネットのWebサイトも
見てみてください！

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！


